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Ⅰ はじめに 

国際地震工学センター（IISEE）は、開発途上国の研究者･

技術者を対象に国際地震工学研修を実施し、これまで約

1,400 名の研修生を世界に送り出してきた。その研修内容

は高く評価されおり、講義ノート等の研修情報の膨大な蓄

積がある。これらの研修情報は開発途上の地震国にとって

大変貴重なものであり、広く公開することは途上国の地震

被害の防止･軽減へのさらなる貢献を進めることになる。こ

のため国際地震工学センターでは、研修情報に関するデー

タベースを作成し、ホームページ上での公開を進めてきた。

また、国際地震工学センターで解析した地震情報のデータ

ベースの構築を進め、世界に情報を発信している。 

 

ⅠI ホームページの概要 

国際地震工学センターのホームページを図１に示す。具

体的には、国際地震工学研修内容に関する情報として以下

のページがある。 

（１）IISEE-UNESCO Lecture Notes：国際地震工学研修で

使用している講義ノート（英文）を閲覧できる（登録制）。 

（２）IISEE E-learning：講義のビデオや修士レポートの

発表を閲覧できる。 

（３）Synopsis Database：研修生が作成した修士レポート

の要旨を閲覧できる。 

また、地震情報に関するページとして 

（４）建築研究所強震観測： 

（５）最近発生した地震のレポート 

（６）世界の被害地震のカタログ（宇津カタログ） 

（７）IISEEの地震カタログ 

を公開している 

さらに、最近、国際地震工学センターが進めているユネ

スコとのプロジェクトである 

（ ８ ） IPRED (International Platform for Reducing 

Earthquake Disasters)  

のページがある。 

 今後、途上地震国の元研修生や技術者に対して、国際地震

工学センターのページが、地震学、地震工学、津波学に関す

る情報・知識を得る重要なプラットフォームとしての役割を

果たすよう、充実させていきたい。 

 

 

図１．国際地震工学センターのホームページ

（http://iisee.kenken.go.jp/） 

 

 

III IISEE-UNESCO Lecture Notes 

国際地震工学研修の内容を広く公開し、途上国の地震被害の

防止･軽減への貢献をさらに進めるため、ユネスコ及び国際協

力機構（JICA）の協力のもと、2009年3月より「IISEE-UNESCO

レクチャーノート」の公開を開始した。国際地震工学センター

のホームページを通して、研修講師が作成した講義ノート(英

語)が無償で公開され、世界中から講義内容を閲覧できる。ど
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なたでも閲覧可能であるが、閲覧には登録が必要である。  

なお、講義ノートの公開はアメリカのマサチューセッツ工

科大学が2001年に開始したオープンコースウェア（OCW）活動

の考え方に基づいている。 現在、地震学、地震工学、津波学

に関して３１科目の講義ノートを公開しているが、引き続き公

開作業を進め、最終的には４０科目程度の講義ノートを公開す

る予定である。地震学、地震工学、津波学分野で、世界で最も

充実したレクチャーノートシリーズになることが期待される。 

現在までに280名程度の登録者がいるが、その内訳(図３参

照)は、途上地震国からの利用者が約７０％であり、途上国の

技術者及び研究者に対して、重要な貢献を果たしていることが

理解できる。 

 

 

 

 

 

図３. IISEE-UNESCO Lecture Notes登録者数の地域別分布

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２．IISEE-UNESCO Lecture Notesのホームページ（http://iisee.kenken.go.jp/lna/） 

 

 

 


